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免許証更新時の高齢者講習制度が変わります
　道路交通法の改正に伴い、３月１２日から、高齢者講
習制度が変わります。
◆７５歳未満の人�
　高齢者講習の時間が３時間から２時間に変わります。
◆７５歳以上の人�
　免許の更新手続き時の認知機能検査で、記憶力・判
断力が「低くなっている」と判定された場合は、認知症
に関する医師の診断が必要となります。また、更新手続
き時以外であっても信号無視などの１８項目の違反を行っ
た場合には、臨時認知機能検査を受けることとなります。

　その検査結果が、更新時の認知機能検査の結果より
悪化した場合などには、臨時高齢者講習や認知症に関
する医師の診断を受けなければなりません。
　なお、認知機能検査の案内は、公安委員会から事前
に通知されます。
　検査の結果、医師の診断が必要な場合は、診断結
果までにかなりの時間を要することがありますので、
早めに手続きをしましょう。詳しくは［滋賀県警察　運
転免許課（☎ 077-585-1255）］へお問い合わせく
ださい。

７５歳以上の運転者の方へ

更新手続き時 一定の違反を行った時

認知機能検査（記憶力・判断力の簡易検査） 臨時認知機能検査（更新時と同じ検査）

低くなっている 低くなっている少し低くなっている 少し低くなっている 心配ない  心配ない 

信号無視等

高齢者講習  
（３時間） 

 前回より
結果が悪化した

場合など

※タイムリーに医師の診断や安全運転支援等を行うための改正です
免許更新 臨時高齢者講習

高齢者講習  
（２時間） 

医師の診断 医師の診断

免許取消し
免許停止等

免許取消し
免許停止等

免許継続認知症
と診断

認知症
と診断 認知症

ではない
 認知症
ではない

新設

新設

市
内
の
交
通
事
故
の
状
況

　
市
内
で
は
、
昨
年
8
件
の
死
亡
事
故
が

発
生
し
、
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者

が
関
係
し
た
事
故
は
4
件
あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
事
故
の
原
因
は
加
齢
に
よ
る
運
動
・

視
覚
機
能
の
低
下
の
ほ
か
、
認
知
症
が
疑

わ
れ
る
ケ
ー
ス
、
運
転
操
作
の
誤
り
や
安

全
確
認
不
足
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

交
通
事
故
を�

�

起
こ
さ
な
い
た
め
に

　

高
齢
運
転
者
の
方
は
、
自
分
で
は
安
全

運
転
を
心
が
け
て
い
る
つ
も
り
で
も
客
観
的

に
み
る
と
安
全
と
は
い
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
再
度
、
交
通
ル
ー
ル

を
確
認
し
、
自
身
の
運
転
を
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
走
り
慣
れ
た
道
で
も
適
度
な
緊
張

感
を
持
っ
て
運
転
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
3
月
12
日
か
ら
免
許
証
更
新
時

の
高
齢
者
講
習
制
度
が
変
更
さ
れ
ま
す（
詳

細
は
次
ペ
ー
ジ
）。
こ
う
い
っ
た
講
習
が
自

分
の
認
知
機
能
を
確
認
す
る
機
会
に
も
な

り
ま
す
。

　
「
自
分
は
大
丈
夫
」「
移
動
手
段
が
な
く

な
る
の
は
困
る
」
と
い
う
思
い
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
高
齢
運
転
者
の
方
に
対
し
て
は
、

家
族
や
周
囲
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
で
す
。
運
動
・
視
覚
機
能
の
低
下
、
認

知
症
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
か
ら
高
齢
者

の
変
化
に
気
づ
き
、
注
意
喚
起
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

事
故
を
起
こ
す
の
は
高
齢
者
だ
け
で
は

な
く
、
誰
も
が
事
故
を
起
こ
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
運
転
を
す
る

人
は
、
思
い
や
り
運
転
を
心
が
け
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
運
転
で
き
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
み
、高
齢
運
転
者
が
増
え
て
い
る
中
、高
齢
者
が
交
通
事
故
の
「
加
害
者
」

と
な
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
痛
ま
し
い
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
高
齢
運
転

者
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
周
囲
の
皆
さ
ん
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

大
丈
夫
で
す
か

�

あ
な
た
の
運
転

�

―
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止
―

日
頃
か
ら
運
転
能
力
の
確
認
を

　
全
国
的
に
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
が
増
え
て
い

る
こ
と
を
受
け
て
、
３
月
12
日
か
ら
、
高
齢
者
講
習
制

度
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
75
歳
以
上
の
方
の
免

許
更
新
の
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
高
齢
者
が
当
事
者
と
な
る
事
故
の
多
く
は
、
運
転

操
作
の
誤
り
や
安
全
確
認
不
足
な
ど
、
単
純
な
過
失

に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
う
い
っ
た
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

甲
賀
警
察
署
で
は
、
高
齢
者
の
集
ま
り
な
ど
に
出
向

い
て
交
通
安
全
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
教
室
で
は
、

交
通
ル
ー
ル
の
再
確
認
と
同
時
に
、
反
射
能
力
チ
ェッ

ク
な
ど
を
行
い
、
年
齢
と
と
も
に
運
動
・
判
断
能
力

が
低
下
す
る
こ
と
を
気
づ
く
機
会
に
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
自
分
の
運
動
機
能
を
チ
ェッ
ク
し
、
運
転

能
力
を
確
認
す
る
こ
と
が
交
通
事
故
の
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
。
運
転
に
自
信
が
な
く
な
っ
た
ら
、
免
許

返
納
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
家
族
や
周
囲
の
方
に
も

サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
き
な
が
ら
、
高
齢
運
転
者
の
方
に

は
、
安
全
な
運
転
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

生活環境課　防犯交通対策係　☎６5-０６８６／ ６３-４５８２
公共交通推進室　☎６5-０６７２／ ６３-４５５４（８０歳以上の方のバス無料乗車券交付・ICOCAカード無料交付について）

問い合わせ

変更後

■
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

　

運
転
に
不
安
を
感
じ
た
り
、
家
族
か

ら
「
運
転
が
心
配
」
と
言
わ
れ
た
り
し

た
ら
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。自
主
返
納
に
よ
り
、

次
の
よ
う
な
支
援
を
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦�

市
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
環
境
回
数
乗
車

券
30
枚
を
１
回
無
料
交
付
し
ま
す
。

※�

た
だ
し
80
歳
以
上
の
方
は
、
申
請
い

た
だ
く
と
無
料
乗
車
券
交
付
制
度

に
よ
り
、
複
数
回
利
用
で
き
ま
す
。

◦�

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
カ
ー
ド
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本

発
行
の
公
共
交
通
機
関
乗
車
カ
ー

ド
で
、
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
運
賃
精

算
が
可
）
2
千
円
分
を
無
料
交
付

し
ま
す
（
70
歳
以
上
の
方
）。

甲賀警察署交通課長

前
まえ

田
だ

一
か ず ひ ろ

広さん
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更
生
援
護
功
労
者
表
彰
（
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
賀
市
身
体
障
害
者
更
生
会
長

�

藤ふ
じ
も
と本
俊し

ゅ
ん

治じ

氏
（
土
山
町
）

　
藤
本
氏
は
、
平
成
元
年
に
土
山
町
身
体
障
害
者
更
生
会
の
副

会
長
就
任
以
降
、
平
成
６
年
か
ら
は
会
長
、
合
併
後
は
甲
賀
市

の
会
長
を
務
め
ら
れ
、
市
の
障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
身
体
障
害
者
相
談
員
や
滋
賀
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
理
事
、
副
会
長
な

ど
も
歴
任
さ
れ
、県
内
に
お
け
る
障
が
い
者
施
策
の
推
進
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
が
特
に
顕
著
と
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
、
更
生
援
護
功
労
者
表
彰
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

▪
教
育
委
員
会
委
員

　
今い

ま

井い　
智と

も
か
ず一
（
再
任
）

　
　

  

平
成
32
年
12
月
17
日

ま
で
の
４
年
間

▪
監
査
委
員

　
山や

ま
も
と本　
哲て

つ

雄お

（
再
任
）

　
　

  

平
成
32
年
12
月
16
日

ま
で
の
４
年
間

▪
公
平
委
員
会
委
員

　
青あ

お

木き　
孝た

か
の
り德

（
再
任
）

　
　

  

平
成
32
年
12
月
15
日

ま
で
の
４
年
間

▪�

固
定
資
産
評
価
審
査�

�
�

委
員
会
委
員

　
竹た

け
う
ち内　
重し

げ
ゆ
き行
（
再
任
）

　
　

  

平
成
31
年
12
月
15
日

ま
で
の
３
年
間

　
辻つ

じ　
　
惠け

い

子こ

　
　

  

平
成
31
年
12
月
15
日

ま
で
の
３
年
間

　
高た

か
は
し橋　
靖や

す
の
ぶ展

　
　

  

平
成
31
年
12
月
15
日

ま
で
の
３
年
間

任期任期任期

任期任期任期

条
例
の
制
定

◦�

甲
賀
市
空
家
等
の
活
用
、
適
正
管
理
等
に
関
す

る
条
例

◦�

甲
賀
市
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例

◦�

甲
賀
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◦�
甲
賀
市
開
発
許
可
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

平
成
28
年
度
補
正
予
算

◦�

平
成
28
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

4
号
）

◦�

平
成
28
年
度
甲
賀
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）

◦�

平
成
28
年
度
甲
賀
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

◦�

平
成
28
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

5
号
）

◦�

平
成
28
年
度
甲
賀
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
3
号
）

◦�

平
成
28
年
度
甲
賀
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

◦�

平
成
28
年
度
甲
賀
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

◦�

平
成
28
年
度
甲
賀
市
診
療
所
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

◦�

平
成
28
年
度
甲
賀
市
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

◦�

平
成
28
年
度
甲
賀
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

そ
の
他

◦�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

◦�

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

◦�

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

第
7
回 

甲
賀
市
議
会
定
例
会

平成
28年

　
第
7
回
甲
賀
市
議
会
定
例
会
が
11
月
24
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
の
期
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
が
提
案
し
、
審
議
、
同
意
、

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委員の任命・選任（敬称略）
　
再
任
（
敬
称
略
）

　
西に

し

村む
ら　
泰や

す

雄お　
（
水
口
町
新
城
）

　
福ふ

く

山や
ま　

芳よ
し

夫お　
（
土
山
町
徳
原
）

　
新
任
（
敬
称
略
）

　
田た

村む
ら　
誓せ

い

子こ　
（
土
山
町
北
土
山
）

　
前ま

え

川か
わ　

志し

津づ

子こ　
（
信
楽
町
牧
）

　「強い地域経済の構築に向けたシンポジウム」を１２月
１９日、立命館大学びわこ・くさつキャンパスで開催し
ました。
　総務省が地方創生の取り組みの一環として「地域に
おける基盤産業強化のための調査」を全国の市町村を
対象に実施しており、今年度は本市が調査対象として
選ばれました。
　甲賀流忍者をルーツとする市内の医薬品製造業は、
稼ぐ力が強く、多くの雇用を生み出す市の基盤産業の
一つであるという総務省の調査結果をふまえ、市内製
薬企業や大学、岩永市長が意見交換を行いました。
　意見交換では、産学官連携による人材確保や健康寿
命の増進といった話題の他、公共交通機関の充実等、
企業が操業しやすい環境を整えることの重要性につい
ても議論され、今後、「くすりのまち甲賀」が発展して
いくため、関係者が緊密な連携をしていくことが確認
されました。

　地域の基盤産業である医薬品製造業の発展は、市が
１０万人都市をめざす上でとても重要であり、滋賀県薬
業協会等の薬業関係団体や市内製薬企業、滋賀県等と
の連携を深めながらさらなる基盤産業の強化に向けて
取り組みを進めます。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人
権
推
進
課　
人
権
政
策
係　
☎
６
５‐０
６
９
４
／

６
３‐４
５
８
２

問
い
合
わ
せ

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
次
の
４
人
の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
任
期
は
平
成
31
年
12
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
人
権
に
関
わ
る
悩
み
事
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「甲賀のくすり」の強化に向けて
～強い地域経済の構築に向けたシンポジウム～

▲意見交換の様子

商工政策課　商工業振興係　☎６５-０７０９／ ６３-４０８７
問い合わせ
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長
寿
福
祉
課　
介
護
保
険
係

☎
６
５‐０
６
９
７
／

６
３‐４
０
８
５

問
い
合
わ
せ

住民税について◦税務課　☎65-0679 ／ 63-4574　所得税について◦水口税務署　☎62-0314（自動音声）
問い合わせ

▼
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
て
い
る
方
へ

■
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
そ
の
年
の
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
28
年
中
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
確

定
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証

明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
控
除
証
明
書
に
関
す
る
照
会
、
再
発
行

の
依
頼
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

２
年
前
納
し
た
場
合
の
社
会
保
険
料
控

除
に
つ
い
て

　
２
年
前
納
に
よ
り
納
め
た
国
民
年
金
保

険
料
を
控
除
す
る
場
合
は
、『
全
額
を
納

め
た
年
に
控
除
す
る
方
法
』
と
『
各
年
分

の
保
険
料
に
相
当
す
る
額
を
各
年
に
控
除

す
る
方
法
』
の
い
ず
れ
か
を
選
択
い
た
だ

け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
草
津
年
金
事
務
所
・
国
民
年

金
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
へ

■
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付
に
つ
い
て

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
障
害
者
手
帳
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
65
歳
以
上
で
、
認

知
症
や
寝
た
き
り
な
ど
心
身
の
状
況
が
、
一
定
の
基
準

に
該
当
す
る
場
合
は
、 

申
請
に
よ
り
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
の
交
付
を
受
け
る
と
、
障
害
者
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

※�

障
が
い
の
程
度
を
確
認
し
た
後
、
該
当
す
る
方
に
つ

い
て
は
認
定
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
す
で
に
こ
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
認
定
の
時
と
比
べ
、
認
知

症
や
寝
た
き
り
の
程
度
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
再
度
申

請
が
必
要
で
す
。

■
お
む
つ
使
用
証
明
書
に
代
わ
る
確
認
書
の
交
付
に
つ
い
て

　
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
、
１
年
目
は
主
治
医
の
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」、
２

年
目
以
降
は
こ
れ
に
代
わ
り
、
市
が
交
付
す
る
「
お
む

つ
代
の
医
療
費
控
除
証
明
必
要
事
項
の
確
認
書
」
で
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
前
年
に
引
き
続
き
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
要
介
護
認
定
の
主
治
医
意
見
書
の
内
容
に

よ
り
確
認
し
ま
す
の
で
、
確
認
書
を
交
付
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●�

各
申
請
は
、
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
旧
支
所
で
あ
る

土
山
、
甲
賀
大
原
、
甲
南
第
一
、
信
楽
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
長
寿
福
祉
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
該
当
す
る
方
へ
の
確
認
書
・
認
定
書
は

後
日
郵
送
に
て
交
付
し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
は
、
納
税
者
が
自
分
で
1
年
間
の

所
得
と
そ
の
税
額
を
計
算
し
て
申
告
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
所
得
税
の
申
告
義
務
の
な
い
人
で

も
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
算
定
、
所
得
証
明
書
等
の

交
付
な
ど
の
た
め
、
収
入
が
な
い
人
で
も
住

民
税
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
告
漏
れ

と
な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
を
す
る
人
と
は
（
例
示
）

■
所
得
税

①�

給
与
の
年
間
収
入
金
額
が
２
千
万
円
を

超
え
る
人

②�

給
与
所
得
者
で
平
成
28
年
の
途
中
に
退

職
や
転
職
等
を
し
た
人
で
年
末
調
整
を

受
け
て
い
な
い
人

③�

雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
寄
附
金
控

除
等
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

④�

給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所
得
以
外
の
所

得
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

⑤�

2
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
人
で
、
主
た
る
給
与
以
外
の
給
与

の
収
入
金
額
と
、
給
与
所
得
お
よ
び
退

職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
20
万

円
を
超
え
る
人

■
住
民
税

①�

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
①
～
⑤

に
該
当
す
る
が
、
計
算
上
、
所
得
税
が

か
か
ら
な
い
人

②�

所
得
が
な
く
、
か
つ
、
家
族
等
の
扶
養
親

族
ま
た
は
控
除
対
象
配
偶
者
で
は
な
い
人

③�

給
与
所
得
が
年
末
調
整
済
で
、
所
得
税

が
か
か
っ
て
い
な
い
人
で
、
住
民
税
で
医

療
費
控
除
等
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

④�

給
与
を
受
け
て
い
る
人
で
、
事
業
所
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
甲
賀
市
に
提
出
さ

れ
て
い
な
い
人

⑤�

甲
賀
市
以
外
の
市
町
村
に
居
住
す
る
方
の

扶
養
に
な
っ
て
い
る
人

※�

左
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
所
得

税
の
確
定
申
告
は
不
要
で
す
が
、
住
民
税

申
告
は
必
要
で
す
。

◦�
年
末
調
整
を
受
け
た
給
与
所
得
や
退
職

所
得
以
外
の
所
得
（
農
業
所
得
、
不
動

産
所
得
、
雑
所
得
な
ど
）
の
合
計
額
が

原
則
と
し
て
20
万
円
以
下
の
人

◦�

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
（
２
カ
所
以
上

あ
る
場
合
は
、
そ
の
合
計
額
）
が
４
０
０

万
円
以
下
か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
が
、
20
万
円
以
下
の
人

申
告
に
必
要
な
書
類
等

①�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
写
し
、
ま
た
は
通

知
カ
ー
ド
等
の
番
号
確
認
書
類
の
写
し
と

運
転
免
許
証
等
の
身
元
確
認
書
類
の
写
し

②
印
鑑（
申
告
書
記
入
時
に
捺
印
が
必
要
で
す
）

③
収
入
が
わ
か
る
書
類

◦�

給
与
や
年
金
が
あ
る
方
は
源
泉
徴
収
票（
原
本
）

◦�

農
業
、
営
業
、
不
動
産
の
所
得
が
あ
る

方
は
収
支
内
訳
書
（
必
ず
事
前
に
作
成
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
）

◦�

前
記
以
外
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
そ
の
所

得
を
証
明
す
る
書
類

④�

控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
証

明
書
等

◦�

国
民
年
金
保
険
料
、
任
意
継
続
の
健
康

保
険
料
の
証
明
書

◦�

生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
な
ど
の
証
明
書

◦�

医
療
費
の
領
収
書
（
合
計
額
を
計
算
し
、

医
療
を
受
け
た
人
・
病
院
別
・
支
払
日
順

に
並
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
）

◦�

そ
の
他
、
受
け
よ
う
と
す
る
控
除
の
必
要

書
類

⑤�

振
替
納
税
お
よ
び
還
付
が
見
込
ま
れ
る

場
合
は
、
申
告
者
本
人
の
口
座
番
号
、

金
融
機
関
名
、
支
店
名
が
わ
か
る
も
の

⑥�

扶
養
控
除
等
の
判
定
の
た
め
、
家
族
全
員

の
所
得
の
わ
か
る
書
類

申
告
相
談
時
の
お
願
い

◎�

昨
年
の
確
定
申
告
書
お
よ
び
収
支
内
訳

書
の
控
え
を
お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
申
告

相
談
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

駐
車
場
の
台
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
マ
イ
カ
ー
で
の
ご
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
支
払

証
明
が
必
要
な
方
へ

　
市
民
課
ま
た
は
旧
支
所
で
あ
る
土
山
、
甲

賀
大
原
、
甲
南
第
一
、
信
楽
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
に
て
無
料
で
発
行
し
ま
す
が
、
申
告

書
に
添
付
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
普
通

徴
収
分
の
み
発
行
可
能
）

所
得
税
の
確
定
申
告・住
民
税
申
告
の
ご
案
内

申
告
相
談
受
付
期
間
　
2
月
16
日（
木
）～
3
月
15
日（
水
）

日
本
年
金
機
構　
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０‐０
０
３‐０
０
４

☎
０
３‐６
６
３
０‐２
５
２
５（
Ｉ
Ｐ
電
話
用
）

問
い
合
わ
せ

草
津
年
金
事
務
所
・
国
民
年
金
課

☎
０
７
７‐５
６
７‐２
２
２
０

保
険
年
金
課　
国
保
年
金
係

☎
６
５‐０
６
８
８
／

６
３‐４
６
１
８

問
い
合
わ
せ

所得税の確定申告・住民税申告のご案内
　各地域に次の日程で相談日を設けましたので、該当する申告会場をご利用ください。
　時間はいずれの会場も９時～１１時３０分、１３時～１６時です。

　また、次の申告については受付できませんので、税務
署の申告会場（水口社会福祉センター福祉ホール）で申
告してください。
◦譲渡所得（土地や株式を売ったときの所得）のある方
◦住宅借入金等特別控除を初めて申告する方
◦�事業所得（農業・営業等の所得）の合計収入額が１,０００万

円以上の方

◦雑損控除を受ける方
◦青色申告、消費税の申告、過年度の確定申告、死亡さ
れた方の申告（準確定申告）
◦その他複雑な内容の申告
　なお、前年中に収入がない方は、市ホームページに住
民税申告書の様式がありますので、必要事項をご記入の
上税務課までご提出ください。

水口 甲南 甲賀 土山 信楽
会場　

月日　曜
水口社会福祉センター
１階　福祉ホール

甲南庁舎
２階　大会議室

甲賀大原地域市民センター
２階　会議室

土山開発センター
２階　研修室２Ａ･２Ｂ

信楽開発センター
１階　大集会室

２月１６日（木）

伴谷地区 中部学区 ※この期間は開催していません。 大野学区 朝宮・多羅尾学区２月１７日（金）
２月２０日（月）

※この期間は開催していません。※この期間は開催していません。
２月２１日（火） 第2学区

大原学区２月２２日（水）

柏木地区２月２３日（木） 希望ヶ丘学区
２月２４日（金） ※この期間は開催していません。
２月２７日（月）

希望ヶ丘学区
※この期間は開催して

いません。

大野・山内学区
信楽学区２月２８日（火）

貴生川地区

山内学区
３月１日（水）

土山学区３月２日（木） 第1学区 雲井学区３月３日（金） ※この期間は開催していません。
３月６日（月）

第1学区
※この期間は開催していません。※この期間は開催していません。

３月７日（火）
岩上地区 油日学区３月８日（水）

３月９日（木） 第3学区 油日・佐山学区
３月１０日（金） 水口・綾野地区の

農業所得者 ※この期間は開催していません。 佐山学区
３月１３日（月）

※この期間は開催していません。

土山・鮎河学区 雲井学区

３月１４日（火） 水口・綾野地区の
上記以外の所得者 第3学区

※この期間は開催していません。
小原学区

３月１５日（水） 水口・綾野地区の上記
以外の所得者・未相談者 未相談者 小原学区・未相談者

　該当する日に都合がつかない方は、他の日や会場でも受付できます。
「対象」…�甲賀市の申告会場では、平成２９年１月１日現在、甲賀市に住民登録のある方のみ。
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確定申告会場は大変混雑します

　ご自宅のパソコンから国税庁ホームページ「確定申
告書等作成コーナー」をご利用ください。

「確定申告書等作成コーナー」は
こんなに便利です。

≪その❶：税務署に出向く必要なし≫
　マイナンバーカードとＩＣカードリーダライタがあれ
ば、ご自宅からｅ－Ｔａｘを利用して作成した申告書等を
送信することができます。
　作成した申告書等は、印刷し、郵送等により税務署
に提出することもできます。

≪その❷：いつでも作成可能≫
　確定申告期間中は、休日を含め２４時間利用できます。

≪その❸：自動で税額を計算≫
　収入金額や控除金額を入力することで、税額を自動
で計算することができます。

≪その❹：タブレット端末等でも作成可能≫
　コンビニエンスストア等のプリントサービスを利用し
て、申告書を印刷することができます。
　申告にあたっては、申告書を印刷して郵送等により提
出する必要があります。

確定申告会場のご案内

　申告会場は大変混雑するため、長時間お待ちいただ
く場合があります。相談の受付時間は、１６時までです。
　また、相談受付を早めに締め切らせていただく場合
があります。

開設期間 会場 開設時間
2月16日（木）～
3月15日（水）　
（土・日を除く）

水口社会福祉センター
福祉ホール 9時～17時

※�当会場では納税できません。（税務署またはお近くの
金融機関等をご利用ください。）

※�上記開設期間中は、水口税務署庁舎内には確定申告
会場を設けていません。

還付申告会場のご案内

　年金受給者の方を対象に、還付申告会場を開設します。

開設期間 会場 開設時間
2月13日（月）～
2月15日（水）　

水口社会福祉センター
福祉ホール

9時30分～12時
13時～16時

※�お越しの際には、必要書類（公的年金等の源泉徴収
票等）、本人確認書類、筆記用具、電卓、印鑑等（昨
年確定申告をされた方は申告書の控え）をご持参く
ださい。

◆�社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、平成２８年分以降の申告書にはマイナンバーの
記載（納税者本人、控除対象配偶者、扶養親族および事業専従者）が義務付けられています。

　提出する際には、納税者本人の本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。

	 	 　◦マイナンバーカード
		  　◦�通知カード+運転免許証、健康保険の被保険者証など

申告書には確実にマイナンバーの記載を

税務署からのお知らせ 水口税務署の確定申告会場は、
「水口社会福祉センター福祉ホール」です。

水口税務署　個人課税部門　☎62-0314　※自動音声によりご案内しています。アナウンスに従い操作してください。
問い合わせ

本人確認	
書類の例

農 業 委 員
◦人数　１９人
◦任期　平成２９年７月２０日～平成３２年７月１９日
◦�要件　農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適

化の推進（※）に関する事項や農業委員会の所掌に属
する事項に関し、その職務が適正に行うことができる方

◦�活動内容　農地の権利移動・転用許可等の現地調査
と審議、農地等の利用の最適化の推進に関する意見
書の提出、農業者年金の加入促進、委員総会やその
他必要な会議への出席等

◦委員報酬　月額３７，０００円
　月額報酬の他、業務に応じて加算措置があります。

農地利用最適化推進委員
◦人数　４５人
◦�任期　平成２９年７月２０日以降に農業委員会が委嘱し

た日～平成３２年７月１９日
◦�要件　農地等の利用の最適化の推進に熱意と識見を

有し、その業務を適切に遂行できる方
◦�活動内容　農地の権利移動・転用許可等の現地調査

と意見具申、地域の農業者との話し合いへの出席、
農地パトロール、農地利用意向調査等の実施等

◦委員報酬　月額２２，０００円　
　月額報酬の他、業務に応じて加算措置があります。

◦募集期間　２月１日（水）～２８日（火）
◦資格要件（全ての要件を満たすこと。）
　①�任期の開始日において、満２０歳以上であること。
　②甲賀市の職員でないこと。
　③農業委員会等に関する法律に規定する欠格者でないこと。
　④�暴力団もしくは暴力団員またはこれらと密接な関係

がないこと。

◦�推薦・応募の方法　申込書は農業振興課および農業
委員会事務局に備え付けています。また、市ホーム
ページからもダウンロードができます。詳しくは、募
集要項をご覧ください。

（※）�農地等の利用の最適化の推進…担い手への農地集積、遊
休農地の発生防止・解消、新規参入の促進等

共 通 事 項

　農業委員会等に関する法律が改正されたことに伴い、農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します。
　募集は推薦または公募により行います。

農業委員会の委員・農地利用最適化推進委員を募集

農業委員会事務局　☎６５‐０７１８／ ６３‐４６０１　　　農業振興課　農政係　☎６５‐０７１１／ ６３‐４５９２
問い合わせ・申し込み

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

　
甲
賀
市
は
、
市
民
や
地
域
等
が
連
携
し
、

事
故
や
け
が
を
効
果
的
に
予
防
す
る
こ
と

で
、
よ
り
安
心
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
る
取

り
組
み
「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」
の
国
際

認
証
を
平
成
28
年
２
月
に
取
得
し
ま
し
た
。

　
対
策
委
員
会
に
よ
る
１
年
間
の
取
り
組

み
内
容
や
成
果
に
つ
い
て
の
活
動
報
告
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▪
日
時
／
2
月
11
日（
土
）

　
13
時
30
分
～
16
時
（
受
付
13
時
～
）　

▪
会
場
／

　
甲
南
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
（
忍
の
里
プ

ラ
ラ
）　
多
目
的
ホ
ー
ル

▪
主
な
内
容
／　

・�

対
策
委
員
会
に
よ
る
テ
ー
マ
別
の
取
り

組
み
の
活
動
報
告
（
自
殺
の
予
防
・
交

通
安
全
・
高
齢
者
の
安
全
・
子
ど
も
の

安
全
・
災
害
被
害
の
防
止
）

・�

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
（
反
射
材
啓
発
）

・�

こ
ろ
ば
ぬ
先
の
健
康
体
操
等

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の
一
環
と
し

て
、宝
く
じ
収
益
金
に
よ
り
助
成
さ
れ
る「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
実
施
）」
を
活
用
し
、
小
佐
治
区

自
主
防
災
会
が
、
防
災
倉
庫
等
を
購
入
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
、
地
域
防
災
力
と
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の

さ
ら
な
る
結
束
力
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
て

�

防
災
に
強
い
地
域
づ
く
り
を

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

�

活
動
報
告
会

▲購入した防災倉庫など

危
機
管
理
課

☎
６
５‐０
６
６
５
／

６
３‐４
６
１
９

問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
推
進
室　
☎
６
２‐１
８
０
５
／
６
３‐４
６
１
９

問
い
合
わ
せ
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　市の姉妹都市である米国ミシガン州３市（デウィット市、
マーシャル市、トラバースシティ市）へ市内５中学校の２年
生２０人が派遣されました。この事業は、市の中学生が国
際感覚を身に付け、お互いを理解・尊重することの大切
さを学ぶために実施されています。
　生徒たちは１月６日から１４日までの間、各市に分かれて
ホームステイをしながら現地の中学校に通い、授業に参
加したり、文化の違いを体験したりしました。
　なお、出発を前に壮行会が１２月２７日、市役所甲南庁舎で
催され、生徒一人ひとりが期待を胸に抱負を語っていました。

アメリカで異文化体験
ミシガン州中学生国際交流事業

▲壮行会に出席した派遣メンバー

No.1
　
市
主
催
の
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
教
室
が
12
月
17
日
、
甲
南
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
は
一
般
的
な
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
よ
り
も
小
さ

く
、
ボ
ー
ル
も
バ
ウ
ン
ド
し
に
く
い
も
の
を
使
用
す
る
た
め
、

ラ
リ
ー
が
続
き
や
す
い
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
や
高
齢
者
で
も
気

軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、近
年
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
６
回
の
こ
の
教
室
は
基
本
的
な
ル
ー
ル
や
動
作
の
習
得
を

目
的
と
し
て
お

り
、
５
回
目
の

こ
の
日
は
、サ
ー

ブ
を
中
心
に
練

習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
２
時
間

の
練
習
後
、
参

加
者
は
「
あ
っ

と
い
う
間
に
時

間
が
過
ぎ
た
。

も
っ
と
や
り
た

い
」
と
汗
を
ぬ

ぐ
い
な
が
ら
笑

顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
汗
を
流
す

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
教
室▲ショートテニスの練習を行う参加者

▲�フィナーレで盛り上がる会場

　

お
茶
の
淹
れ
方
教
室
が
12
月
19
日
、
大
野
小
学
校
で
行
わ
れ
、
3
年

生
の
児
童
23
人
が
お
茶
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
に
市
の
特
産
品
で
あ
る
茶
へ
の
親
し
み
を

感
じ
て
も
ら
お
う
と
滋
賀
県
茶
業
会
議
所
と
市
が
共
催
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
度
は
市
内
17
の
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
児
童
た
ち
は
、
茶
の
種
類
や
歴
史
を
学
ん
だ
後
、
急
須
か
ら
煎

茶
を
自
分
た
ち
で
淹
れ
ま
し
た
。
淹
れ
た
て
の
お
茶
を
味
わ
っ
た
児
童
は
、

「
と
て
も
香
り
が
い
い
」「
最
初
は
苦
味
が
あ
る
け
ど
だ
ん
だ
ん
と
甘
く
な

る
」
な
ど
お
茶
の
魅
力
を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。

甲賀で世界を感じよう
国ふぇす2016 in Koka�

～とどけ！みんなの想い つながろう海をこえて～「
お
茶
」の
魅
力
を
知
るお

茶
の
淹い

れ
方
教
室

▲�急須から湯飲みにお茶を注ぐ児童

No.2No.3

　甲賀市国際交流協会が主催する国際交
流イベント「国ふぇす2016 in Koka」が
１２月１８日、忍の里プララで行われ、約
千人の来場者でにぎわいました。
　会場には各国の料理や文化を紹介する
ブースが設けられ、ステージやロビーで
は、チャイナドレスショーやフラメンコなど
が披露されました。
　フィナーレでは、インドネシアの音楽に
合わせたダンスを会場にいる全員で踊りま
した。国籍や言葉の壁を越えて盛り上が
り、来場者は市内にいながら、海の向こ
うに広がる世界を体験しました。

No.6

　

ミ
ニ
門
松
づ
く
り
が
12
月
25
日
、
み
な
く
ち
子
ど
も
の

森
で
開
か
れ
、
13
人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
門
松
の
意
味
や
作
り
方
の
説
明
を
聞
い
た
後
、

太
い
孟も

う

宗そ
う

竹ち
く

を
の
こ
ぎ
り
で
切
る
と
こ
ろ
か
ら
作
業
を
始

め
、
最
初
は
苦
労
し
て
い
た
親
子
も
、
協
力
し
な
が
ら
進

め
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
真ま

竹だ
け

や
梅
、
松
の
枝
、
ウ
ラ
ジ
ロ
の
葉
、
ク

ロ
ガ
ネ
モ
チ
の
実
な
ど
を
思
い
思
い
に
飾
り
付
け
、
素
敵

な
門
松
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
思
い
の
こ
も
っ
た
手
作
り
の
門
松
で

新
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。

　国際協力機構の青年海外協力隊としてアフリカのモ
ザンビーク共和国に派遣される土山町在住の岩室敦美
さんが１２月２１日、出発を前に岩永市長を表敬訪問し
ました。
　元小学校非常勤講師の岩室さんは、今年1月から２年
間、同国の小学校で音楽を中心とした情操教育などに
取り組まれます。
　小学生からの夢だったという派遣に「今まで培った
ことを現地の子どもたちのために生かしながら、日本
文化も伝えたい」と抱負を述べ、岩永市長は「現地で
の貴重な経験を持ち帰って、市の子どもたちにも伝え
てほしい」と激励の言葉とともに赤い忍者衣装を贈り
ました。

現地小学校で子どもたちを支援
青年海外協力隊　岩

いわむ ろ

室敦
あつ

美
み

さん

手
作
り
の
門
松
で
新
年
を

ミ
ニ
門
松
づ
く
り

▲出来上がったミニ門松

▲現地での抱負を述べる岩室さん(左)

No.4

No.5
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ポータルサイト
「こうか子育て応援ねっと！」
子育てに役立つ情報を発信しています。
（http://kokakosodate.jp）

場　所  電　話　 F A X 　利用時間
水口子育て支援センター 65-5511 65-5522 月～土 9:00～17:00
土山子育て支援センター   月～金 9:00～17:00
甲賀子育て支援センター 88-8115 88-8145

66-0375

82-2799

 火～土 9:00～17:00
甲南子育て支援センター 86-0949 月～金 9:00～17:00
信楽子育て支援センター   火～土 9:00～17:00

問い合わせ先一覧

22

市内在住の未就園児と保護者の方が対象です。
どの地域の事業にも参加していただけます。詳しくは、各担当にお問い合わせください。

「甲賀子育て応援メール」配信中
登録していただいたメールアドレスに子育て支援情報を週1回程度
配信しています。
配信登録は、kokaksdt＠star7.jpへ空メールを送信。
または、QRコードから。（http://www.star7.jp/kokaksdt/qr_form.php）

月月 家庭教育

～教育の出発点は家庭教育から～

子育て・親育ち講座

第  　回

（
略
字
説
明
）

対：対象（年齢などの記載がないものは未就園児と保護者です）
内：内容
所：場所（場所の記載がないものは各支援センターで行います）
持：持ち物（記載がないものは特別に準備するものはありません）
　 ※�お茶、バスタオル、タオル、着替え、帽子、おむつ、手ふきなどは必要

に応じてお持ちください
他：申込・定員（記載がないものは申し込みは不要です）・その他　
〆：申込締切

あかちゃんひろば
対象）０～１歳の未就園児と保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他
水口 21日（火）

10：00

～

11：30

土山 23日（木） 持）バスタオル
甲賀 3日（金） 持）バスタオル

甲南 ①   8日（水）
②15日（水）

対）①～6カ月　②7カ月～1歳　
持）バスタオル（①のみ）
内）②離乳食のはなし

信楽 2日（木） 持）バスタオル

各子育て支援センター事業
事業名 日 時間 対象・内容・持ち物・その他

水
口

あかちゃんルーム 6・13・20日（月） 13：30～ 15：00 6日（H28年9月生）・13日（H28年10月生）・20日（H28年11月生）
持）バスタオル

ほっこりルーム 7日（火） 13：30～ 15：00 対）未就園児と保護者　　他）要申込　＊詳細についてはお問い合わせください。
おとうさんとあそぼうひろば 8日（水） 13：30～ 15：00 未就園児と父親
子育て講習　「すくすくトーク⑤」
・子どもの関わり方について
・牛乳パックでおもちゃをつくろう

9日（木） 10：00～ 11：30 2歳6カ月以上の未就園児と保護者　　
他）要申込・抽選10組　　〆）1月26日（木）

子育て講習「親子でヨガ」 20日（月） 10：00～ 11：00 H26年8月生～Ｈ27年4月生の未就園児と保護者　　
他）要申込・抽選10組　　〆）2月3日（金）

おはなし会（岩上紙芝居の会） 23日（木） 10：45～ 11：20 9：30～11：30のオープンルーム内で
出前ひろば 28日（火） 10：00～ 11：30 水口中央公民館

土
山

あかちゃんルーム 14・28日（火） 13：30～ 15：00 対）0～1歳の未就園児と保護者　　持）バスタオル
出前ひろば 17日（金）・22日（水） 10：00～ 11：30 対）未就園児と保護者　17日（金）大野公民館　  22日（水）六友館
おはなし ～人形劇～ 20日（月） 10：30～ 11：30 対）未就園児と保護者　　他）要申込・先着25組

甲
賀

おじいちゃんおばあちゃんとあそぼうひろば 8日（水） 10：00～ 11：30 対）未就園児と祖父母

子育て講習「ほっとタイム」 10日（金） 10：30～ 11：30 対）未就園児と保護者　　内）ゆっくり和やかな時間を過ごしましょう
他）要申込・先着10組・託児有

子育て講習「わらべうた」 17日（金） 10：30～ 11：30 対）0〜1歳までの未就園児と保護者　　他）要申込・先着15組
出前ひろば 21日（火） 10：00～ 11：30 対）甲賀町内の未就園児と保護者　　所）上野教育集会所　　他）要申込・先着10組
ほっこりルーム 23日（木） 13：30～ 15：00 対）未就園児と保護者　　他）要申込　＊詳細についてはお問い合わせください。
あかちゃんルーム 24日（金） 10：00～ 11：30 対）0～1歳の未就園児と保護者　　持）バスタオル

甲
南

あかちゃんルーム
2日（木）・21日（火）

13：30～ 15：00
対）0～1歳の未就園児と保護者　　持）バスタオル（～6カ月頃まで）

17・24日（金） 対）H28年9月生～11月生の未就園児と保護者　　持）バスタオル
ほっこりルーム 15日（水） 13：30～ 15：00 対）未就園児と保護者　　他）要申込　＊詳細についてはお問い合わせください。

おはなし会
16日（木） 10：45～ 11：00 9：30～11：30のオープンルーム内で
27日（月） 15：00～ 15：15 13：00～16：00のオープンルーム内で

信
楽

ほっこりルーム
2日（木） 13：30～ 15：00

対）未就園児と保護者　　他）要申込　＊詳細についてはお問い合わせください。
22日（水） 10：00～ 11：30

おじいちゃんおばあちゃんとあそぼうひろば 3日（金） 10：00～ 11：30 対）未就園児と祖父母　　内）節分制作

子育て講習「バトミントンをしよう」 16日（木） 10：30～ 11：30 対）未就園児の保護者　　持）上靴・運動できる服装　　所）信楽体育館
他）要申込・抽選10組・託児有　　〆）2月9日（木）

あかちゃんルーム 16日（木） 13：30～ 15：00 対）0～1歳の未就園児と保護者　　持）バスタオル
おはなし会　　～絵本を楽しもう～ 17日（金） 10：30～ 11：30 対）1歳6カ月未満の未就園児と保護者　　
おとうさんとあそぼうひろば 18日（土） 10：00～ 11：30 対）未就園児と父親　　内）おもちゃであそぼう　　他）要申込

ぴょんぴょんひろば
対象）１～２歳５カ月の未就園児と保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他
水口 14日（火）

10：00

～

11：30

内）ひなかざり制作コーナーほか
土山 1日（水） 内）ひなかざり制作
甲賀 7日（火） 内）ひなかざり制作

甲南 ①10日（金）
②22日（水）

対）①１歳～１歳８カ月
　    ②１歳９カ月～２歳５カ月

信楽 ①14日（火）
②   8日（水）

対）①１歳～１歳８カ月
　    ②１歳９カ月～２歳５カ月

親子の自由なスペース　つどいの広場�
対象）おおむね0～3歳のお子さんと保護者　※参加無料

場所 日 時間
甲南青少年研修センター 火・水・金曜日 10：00～ 15：00

月１回木曜日不定期で開催　詳しくはhttp://kokatudoi.shiga-saku.net/

キッズランド
対象）２歳6カ月以上の未就園児と保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他
水口 7日（火）

10：00

～

11：30

内）ひなかざり制作ほか
土山 9日（木） 内）ひなかざり制作　　持）はさみ・のり
甲賀 14日（火） 内）ひなかざり制作
甲南 3日（金） 内）ひなかざり制作　　持）はさみ・のり
信楽 15日（水） 内）ひなかざり制作

土山子育て支援センター事業は土山地域市民センター２Ｆ（多目的室）で実施しています。
＜家庭教育支援事業＞

＜児童館事業＞

こども未来課 問・申☎86-8171／ 86-8380
★はじめまして親子広場　「赤ちゃんと遊ぼう」
　日時／14日（火）10：30～11：30
　場所／甲南庁舎　3階和室
　対象／妊産婦または2カ月～7カ月の乳児親子
　　　　※第1子以降も申込可
　定員／10組（要申込）
★子育てスタート講座　「赤ちゃんと体ほぐし・心ほぐし」
　日時／24日（金）10：30～11：30
　場所／甲南公民館　和室　　定員／12組（要申込）
　対象／5カ月～10カ月の乳児親子（首がすわっていること）
★親子ふれあい運動広場
　日時／22日（水）10：30～11：30
　場所／水口交流センター　学習室
　対象／2歳以上の未就園児と保護者
　定員／25組（要申込）　　持ち物／お茶　など
　参加費／1組200円
　　　　　※お釣りのないようにご準備ください
★乳幼児おはなし広場（土山）（申込不要）
　日時／9日（木）　10：30～11：00
　場所／土山図書館　　対象／0・1・2歳児と保護者
★乳幼児おはなし広場（水口）（申込不要）
　日時／28日（火）10：30～10：50、11：00～11：20
　　　　※同じ内容で2回開催
　場所／水口図書館　　対象／0・1・2歳児と保護者

☆たけのこ子育て広場『のびっこ』
　問・申／たけのこ児童館　☎82-2361／ 82-3616
『おひなさまのモビール作り』
　日時／16日（木）10：30～11：30
　場所／たけのこ児童館（信楽町）
　内容／色画用紙を切ったり、貼ったりして作ります。
　対象／市内の未就学児と保護者
　定員／8組　
　持ち物／お茶・タオル
　申込受付日時／2月1日（水）9：00〜
☆かえで子育て広場
　問・申／かえで児童館　☎86-4363／ 86-4958
『デコパージュ石けん作り』
　日時／22日（水）10：30～11：30
　場所／かえで児童館（甲南町）
　内容／�紙をちぎって貼る、デコパージュという技法で

装飾します。
　対象／市内の未就園児と保護者　　定員／先着15組
　持ち物／材料費100円、タオル、お茶
　服装／汚れても良い服装
　申込方法／かえで児童館に電話で
　申込受付日時／1月16日（月）9：00～

「わらべうたってなぁに？」５3

　わらべうたは、四季折々の生活の中から生まれ、歌い
つがれてきた伝承の歌です。
　「あぶくたった」「かごめかごめ」「あしたてんきになあれ」
といった、子どもたちの遊びの中で歌いつがれているも
のもあります。無理のないメロディーと、自然なリズムか
らなっていますので、言葉を話すように、誰もが歌うこと
ができます。
　このように、覚えやすく歌いやすいわらべうたは、赤ちゃ
んや子どもに呼びかけるように歌いかけると、心が通いあ
い、心地よさや楽しさを味わうことができます。また、人
の心とつながっている歌詞から、日本の文化や伝統を知る
機会にもなります。
　市では、講座や広場などで、わらべうた遊びやふれあい
遊びを楽しむ機会を設けています。乳幼児とご家族を対象
に開催していますので、気軽にご参加いただけます。
　一緒に楽しいひとときを過ごしてみませんか？

こども未来課 指導振興係　☎ ８６-８１７１／ ８６-８３８０
問い合わせ

▲�第１回開催の様子

【日時】１月２１日（土）１０：３０～１１：３０
【場所】甲南図書交流館（視聴覚ホール）
【講師】山

や ま

本
も と

文
ふ み

蓉
よ

さん
【対象】妊産婦と家族・０歳児赤ちゃんと保護者
※�詳しくは下記までお気軽にお問い合わせください。

第３回
ママも０歳・パパも０歳
� おはなし＆ミニコンサート
～わらべうたと小さな音たち～
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情報のまど
information 時  日時  所  場所  内  内容  定  定員  対  対象  持  持ち物  ￥  料金  講  講師  申  申込先  方  申込方法

受  申込受付日時等   〆  申込締切   問  問い合せ先   他その他

相談内容／問合先 開催日 時間 場所／備考

人権なんでも相談�  １日（水）

１３時３０分
～１６時

かふか生涯学習館１階活動室（甲賀）

　人権擁護委員が、家庭や地域・職場等の
日常生活での悩みや心配、差別などの相談
に応じます。※申込不要
問  大津地方法務局　甲賀支局総務係
　 ☎６２−１８２８／ ６２−１７４８

 ６日（月） 土山開発センター２階談話室
 ９日（木） 水口社会福祉センター２階身障研修室
１０日（金） 信楽開発センター１階会議室Ｆ
２１日（火） 市役所甲南庁舎３階和室

男女の悩みごと相談�
６・１３・２０・２７日（月）
１・８・１５・２２日（水）
３・１０・１７・２４日（金）

９時～１６時 市役所水口庁舎１階人権推進課相談室
　家庭や職場等での男女間の様々な悩みご
とに応じます。電話または面接相談（面接
相談は要予約）
問  人権推進課　人権政策係
　 ☎６５−０６９４／ ６３−４５８２

行政相談�  ６日（月）

１３時３０分
〜１６時

水口社会福祉センター
　国道、年金、健康保険など国の業務につ
いて相談に応じます。※申込不要
対応者／行政相談委員（総務省委嘱）
問  生活環境課
　 ☎６５−０６８６／ ６３−４５８２

 ６日（月） 土山開発センター
 ９日（木） かふか生涯学習館（甲賀）
１７日（金） 甲賀市市民福祉活動センター（甲南）
１５日（水） 信楽開発センター

就労相談� ７・１４・２１・２８日（火）

９時３０分

～

１１時３０分

土山地域市民センター
　就職・転職のための情報提供や公共職業
安定所への取り次ぎを行います。
※申込不要
※�祝日の場合はお休みとさせていただいて

います。
問  商工政策課
　 ☎６５−０７１０／ ６３−４０８７

７・１４・２１・２８日（火） かえで会館
１・８・１５・２２日（水） 西教育集会所

２・１６日（木） 宇川会館
９・２３日（木） 甲南情報交流センター（忍の里プララ）

３・１０・１７・２４日（金） 上野教育集会所
１・８・１５・２２日（水） １３時３０分

～

１５時３０分

かふか生涯学習館（甲賀）
２・９・１６・２３日（木） 清和会館
３・１０・１７・２４日（金） 信楽開発センター

結婚相談（婚活支援）�

４・１８日（土） １３時～１６時 市役所水口庁舎　別館（仮設）
　結婚相談員が相談に応じます。※申込不要
持ち物／�顔または全身の写真１枚
問  農業振興課
　 ☎６５−０７１１／ ６３−４５９２

心配ごと相談� 3・6・10・13・17
20・24・27日
毎週月・金曜日

１３時３０分
〜１６時

水口社会福祉センター開催日当日受付、先着順　 ※予約不要
相談員／�民生委員児童委員�  

社会福祉協議会相談員（水口のみ）
対象／市内在住の方
問  甲賀市社会福祉協議会
　 ☎６２−８０８５／ ６３−２０２１

14日（火） 老人福祉センター　フィランソ土山
  9日（木） かふか生涯学習館（甲賀）
17日（金） 甲賀市市民福祉活動センター（甲南）
15日（水） 信楽地域市民センター

育ちと学びの相談�

園や学校、市役所甲南庁舎など
　発達や教育、こころの悩みなどの相談　※電話・ＦＡＸで相談の予約をしてください。
対象／�おおむね４歳以上の在園幼児、小・中・高校生～青年期の方（２５歳ごろまで）
※�おおむね４歳までのお子さんの相談は保健センター（☎６５−０７３６）にお問い合わせ

ください。
問  発達支援課　 ☎８６−８１００／ ８６−８３８０　（受付時間　９時～１７時）

相談窓口／☎６５−０７５１

相談コーナー 相談は無料ですので、お気軽にお越しください2月 No.

キ
ラリ輝く地域の輪輪

安
心
安
全
の
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　

私
た
ち
の
地
域
で
は
、防
災
防
犯
部
会

を
中
心
に
安
心
安
全
の
街
づ
く
り
を
め
ざ

し
、昨
年
度
、自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま

し
た
。避
難
所
の
小
学
校
を
拠
点
と
す
る

拠
点
防
災
整
備
活
動
で
は
、こ
れ
ま
で
防
犯

灯
や
防
災
倉
庫
を
設
置
し
て
お
り
、今
年

度
は
防
災
ベ
ン
チ
を
設
置
し
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
で
き
る
よ

う
、滋
賀
県
警
の
地
域
安
全
カ
メ
ラ
貸
付

設
置
支
援
事
業
に
よ
り
、各
区（
上
朝
宮

区
、下
朝
宮
区
、宮
尻
区
）に
防
犯
カ
メ
ラ
を

１
基
ず
つ
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
を
あ
げ
て
の
敬
老
祝
賀
会

　

昨
年
10
月
に
、朝
宮
小
学
校
体
育
館
で

「
２
０
１
６
年
度　
敬
老
祝
賀
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。朝
宮
小
学
校
の
児
童
が
歌
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
務
め
、朝
宮
保
育
園
の
園

児
が
手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
り
ま
し

た
。ま
た
、全
員
で
音
楽
に
合
わ
せ
て
歌
っ

た
り
、踊
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

朝
宮
地
域
の
敬
老
祝
賀
会
は
、50
年
以

上
の
歴
史
が
あ
り
、３
地
区
合
同
で
開
催
す

る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

笑
顔
で
い
っ
ぱ
い�

�
「
A
S
A
M
I
Y
A
フ
ェ
ス
タ
」

　
自
治
振
興
会
が
発
足
し
て
以
来
、「
朝
宮

地
区
文
化
祭
」と
信
楽
町
茶
業
協
会
主
催
の

「
朝
宮
茶
ま
つ
り
」を「
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
フ
ェ

ス
タ
」と
題
し
て
合
同
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
文
化
祭
会
場
の
朝
宮
小
学
校
体
育
館
ス

テ
ー
ジ
で
は
、小
学
生
に
よ
る「
朝
宮
の
唄
」

や
人
権
朗
読
劇
の
発
表
が
あ
り
、ゲ
ス
ト
の

和
太
鼓
の
演
奏
は
圧
巻
で
し
た
。今
年
度

は
、作
法
に
の
っ
と
っ
た
地
元
産
朝
宮
茶
の

煎
茶
席
を
設
け
、お
い
し
い
お
茶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
屋
外
の「
朝
宮
茶
ま
つ
り
」会
場
で
は
、茶

業
協
会
の
皆
さ
ん
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
店
が
軒
を
連
ね
、大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
大
抽
選
会
で
は
み
ん
な

笑
顔
で
あ
ふ
れ
、小
川
自
治
振
興
会
長
の

「
朝
宮
が
あ
る
限
り
フ
ェ
ス
タ
も
続
け
ま

し
ょ
う
」と
い
う
力
強
い
言
葉
で
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。
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自治振興会の活動内容を紹介しています

▲みんなで“ヤッチクレ”を踊りました

▲煎茶席の様子

朝宮
自治振興会

①安心と安全な地域づくり
②お茶と歴史を生かした地域づくり
③みんなが活躍できる地域づくり

朝
宮
自
治
振
興
会

（
朝
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
８
４‐８
９
１
１
／

８
４‐８
９
１
２

問
い
合
わ
せ

▲自主防災組織による夜間点検

３つのおもい
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情報のまど
information 時  日時  所  場所  内  内容  定  定員  対  対象  持  持ち物  ￥  料金  講  講師  申  申込先  方  申込方法

受  申込受付日時等   〆  申込締切   問  問い合せ先   他その他

お知らせ
高齢者の肺炎球菌感染症予防接種
時  3月31日（金）まで
所  市内の予防接種実施医療機関
（市ホームページまたは健診カ
レンダー11ページを参照）

対  平成29年3月31日時点で、65・
70・75・80・85・90・95・100歳
の過去に一度も肺炎球菌ワクチ
ンを接種していない方

￥ 2,500円
※今年度の接種対象者には、平成

28年4月に個別通知をしていま
す。詳しくは、通知内容をご確認い
ただくか、下記まで連絡ください。

問  健康推進課　母子保健係� �
☎６５−０７３６／ ６３−４５９１

募　　集
普通救命講習Ⅰ受講者募集
時  ２月１１日（土）９時～１２時（受付８

時３０分～）
所  甲賀広域行政組合水口消防署

法律相談（２月）
時  ／所　�  

2月2日（木）／水口社会福祉センター� 
2月16日（木）／信楽地域市民センター

時  13時～16時　対  市内在住の方
定  先着６人（一人30分）�  

※�要予約（開催日の２週間前か
ら受付）

他  相談員／滋賀弁護士会所属の
弁護士

問  申  甲賀市社会福祉協議会� �
☎６２−８０８５／ ６３−２０２１

法律相談(２月)
時  ２月15日（水）１４時～１７時
所  あいこうか市民ホール
定  先着６人（一人３０分）※要予約
他  相談員／甲賀法律事務所　髙橋

弁護士
対  市内在住の方�
問  申  法務室� �
☎６５−０６６４／ ６３−４６１９

内  成人を対象とした心肺蘇生法、Ａ
ＥＤの使用方法など

定  先着３０人（定員になり次第締切）
対  市内在住または在勤の方
￥ 無料
方  水口消防署に電話または直接来署
受  １月１５日（日）～２月３日（金）
問  申  甲賀広域行政組合水口消防
署　救急係� �
☎６３−１１１９／ ６３−７９４１

相　　談
高齢者・障がい者なんでも相談会
　弁護士・司法書士・社会福祉
士・行政などの専門職による相談
会です。
時  １月２８日（土）１３時３０分～１６時３０分
所  水口社会福祉センター
￥ 無料　※予約不要
※手話通訳が必要な方は事前にご

連絡ください。
問  甲賀・湖南成年後見センター　
ぱんじー（市役所甲南庁舎２階）� �
☎８６−６１６１／ ８６−６１９９

催　　し
夜

よ

空
ぞ ら

旅
た び

人
と

（天体観望会） 
「昼間の星をみてみよう！」
時  １月２８日（土）１０時～１１時３０分
所  かふか生涯学習館
内  太陽、水星、金星などの観望
※今回は昼間の天体観望会で、夜

間は開催しません。十分な防寒
対策をお願いします。

定  先着２０人
〆  １月２７日（金）
※天候不良の場合は別プログラム

で開催。荒天や申込者少数の場
合は中止。

方  電話で下記まで
問  申  かふか生涯学習館� �
☎８８−４１００／ ８８−５０５５

第１８回宇川会館 
「健康・福祉フェア」
テーマ「福祉と人権でまちづくり」
時  １月２８日（土）１２時～１５時
所  宇川会館多目的ホール・駐車場
内  もちつき大会、健康相談コーナー、

人権カルタ大会、模擬店など
※大人も子どもも楽しめる多数の

イベントを予定。
問  宇川会館　☎・ ６２−４１０９

甲賀市人権教育連続セミナー第11回
時  ２月４日（土）１３時３０分～１５時
（受付１３時１０分～）
所  土山開発センター
内  講演「ダイバーシティ最前線～Ｌ

ＧＢＴってなに～」
講  内

ないとう

藤れんさん・村
むらかみ

上貴
たかひろ

大さん（ＬＧ
ＢＴスピーカーネットワーク）

障がい（児）者施設の合同就職説明
会です。資格・経験のない方も、
お子様連れの方も、どうぞお気軽
にお越しください。
《第１回》
時  ２月４日（土）１３時〜１６時
所  サンヒルズ甲西（湖南市西峰町1

番地１）
《第２回》
時  ２月１２日（日）１３時〜１６時
所  碧水ホール
《共通事項》
内  １３時～１３時３０分：事前ガイダンス� 

１３時３０分～１６時：就職説明会
￥ 無料　※申込不要
問  社会福祉課　福祉総務係� �
☎６５−０７００／ ６３−４０８５

お知らせ
「はたちの献血」 
キャンペーン実施中！
～二十歳の君がつなげる命～
　冬季は、寒さや感染症の流行な
どによる体調不良で献血者が少な
くなり、血液が不足します。血液は、
人工的につくることができず、長期
間の保存もできません。
　減少傾向にある若年層を中心に、
幅広い世代の方に献血へのご理解
とご協力をお願いします。
時  ２月１３日（月）１０時～１２時３０分、

１３時３０分～１５時３０分
所  市役所甲南庁舎
持  健康保険証など（本人確認のため）
※予約不要、400ml献血のみ実施。
問  健康推進課　健康医療政策係� �
☎６５−０７０３／ ６３−４５９１

￥ 無料（申込不要）
※手話通訳・要約筆記あり
問  人権推進課　人権教育室� �
☎７０−００２２／ ７０−３０１６

甲賀圏域在宅医療推進フォーラム
時  2月5日（日）13時～16時30分
所  碧水ホール
内  基調講演「在宅緩和ケアのコツと

ポイント」・在宅看取りについて
の寸劇・パネルディスカッション

対  住民・医療福祉従事者など
定  300人　方  電話で下記まで
￥ 無料　〆  １月19日（木）
問  申  甲賀圏域医療福祉推進協議
会事務局（滋賀県甲賀健康福祉
事務所内）� �
☎63−6111／ 63−6142

問  長寿福祉課� �
☎65−0699／ 63−4085

わくわく☆チャレンジクラブ 
『チョコレート菓子作り』
時  2月11日（土）10時～12時
所  かえで会館
内  チョコレートを使ったお菓子を作

ります。
対  市内の小学生
定  先着12人
持  材料費200円、エプロン、三角

巾、マスク、上靴、タオル、お茶
方  電話で下記まで
受  1月16日（月）9時～
問  申  かえで会館� �
☎８６−４３６３／ ８６−４９５８

福祉の仕事　就職フェア
　甲賀市・湖南市の高齢者および

行政情報番組 きらめきこうか 番組
ガイド

市政情報や地域の催しなどを放映しています。
ぜひご覧ください。

（※あいコムこうか光テレビ１１チャンネルの有料契約が必要となります）

コーナー名  
放映日 １月２１日～１月２８日 １月２８日～２月４日

ふるさと甲賀歴史探訪 東海道土山宿の成立 土山宿を歩く

とびだせ！
ワクワク放送室 土山小学校 貴生川小学校

エンディング 甲南東保育園
うさぎぐみ

甲南東保育園
りすぐみ

【１日8回放送】�１０時・１３時・１５時３０分・１７時・１８時３０分・２０時３０分・ ２２時・２３時３０分
※�番組は、毎週土・水曜日１８時３０分に更新しています。都合により番組内容を変更

する場合があります。

問い合わせ 広報課　☎６５‐０６７５／ ６３‐４６１９

学習情報番組
とびだせ！わくわく学習室

番組
ガイド

　小学生を対象にした学習情報番組を、あいコムこ
うか１１チャンネルで放送します。各学年・教科のポ
イントを、わかりやすく１０分ずつまとめています。
ぜひご覧ください。

放送日 １月１６日～１月２２日 １月２３日～１月２９日 １月３０日～２月５日

①10分 ３年生・国語 ４年生・国語 ４年生・理科
修飾語のはたらき 慣用句 自然のなかの水のすがた

②10分 ５年生・算数 ６年生・算数 ６年生・社会
四角形と三角形の面積 比例と反比例 水口宿と土山宿

③10分
６年生・理科 １年生・生活 ５年生・英語

電気とわたしたちのくらし ふゆをみつけたよ 私たちの卒業の日
“あの時を覚えていますか”

【時間】１７時３０分～１８時（３０分間）（再放送　１９時３０分～２０時）
問い合わせ 学校教育課　☎８６-８０２０／ ８６-８３８０

●日時：２月２５日（土）13時～15時40分（受付１２時３０分〜）
●会場：忍の里プララ　　●参加費：無料　　
●定員：先着150人　　　●申込締切：２月１０日(金)
●内容：第１部　13時～14時30分　
　講演１「自分の体に関心を」 ～乳がん体験者からのメッセージ～
　　講師　NPO法人 R

リ ボ ン

IBBON R
リ ン グ

ING 代表
　　　　　声楽家　大

お お ぬ き

貫摩
ま

由
ゆ こ

子氏
　講演２「知っておきたい　乳がんのこと」
　　講師　公立甲賀病院　沖

お き

野
の

孝
たかし

氏

第２部　14時40分～15時40分　
▪体験コーナー　※体験人数には制限あり
　◦美姿勢～正しい姿勢で心も体も健康に（理学療法士）
　◦�健康相談・血圧測定、乳がん自己触診、体脂肪測

定、骨密度測定
　◦ロコモ測定（スポーツ推進委員）
▪健康推進員コーナー
　◦お菓子のカロリー・飲み物の糖分展示　◦広報誌展示
　◦ますますステップ・健口体操の体験　など

健康セミナー「自分の体を知ろう」

甲賀市健康推進連絡協議会事務局（健康推進課　健康医療政策係）　☎６５‐０７０３／ ６３‐４５９１
問い合わせ・申し込み

甲賀市健康推進連絡協議会
主催
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健康推進員だより 運動を生活に
取り入れて
生活習慣病
予防

　日頃の運動習慣は、筋力の維持・向上とともに、高血糖や高血圧を
改善し、脳卒中や心筋梗塞などの生活習慣病予防につながります。
　甲賀町で、生活習慣病予防講習会を行いました。生活習慣病予防の
話や、調理実習を行ったほか、日常生活の中で運動習慣を身に付ける
必要性を伝え、取り入れやすい運動の紹介と実践を行いました。参加
者からは「テレビを見ながらできるな」等の声がありました。

運動は次のポイントを押さえて始めましょう。

　❶自分にあったもの　　❷続けられるもの
　❸いつでも、どこでもできるもの

　運動の目安は、１日合
計で２０分～６０分、週３
日～５日くらいを目標に
行いましょう。生活の中
で、いかに運動の機会を
増やすかが大切です。

　・外出する時は、少しだけ速足で
　・遠回りして歩く距離を増やす
　・買いだめをせず、外出の機会を増やす
　・周囲の風景などを楽しみ、観察しながら歩く
　・３階くらいまでは階段を使う
　・テレビを見ながら、体を動かす
※食前は避け、食後３０分～１時間は空けましょう。

健康推進課　健康医療政策係　☎６５‐０７０３／ ６３‐４５９１
問い合わせ

運動のポイント３本柱 日常生活に取り入れるポイント

▲�講習会でスクワット（下肢筋力
をつける運動）をする参加者
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28

休 休館日	 閉 整理のための閉館日
話 おはなし会	 話 乳幼児向けおはなし会

日 時 内容・備考 場所

映画会
19 日 11:00～11:35 ふるるえいがかい「ごきげんなライオン」

甲南図書交流館19 日 14:00～16:00 ふるる日曜名画座
「ザ・クライアント　依頼人」

26 日 14:00～16:05 日曜映画会「お引越し」（一般向け） 甲賀図書情報館

対面朗読 3 金 13:30～15:30 対面朗読　※事前予約要 甲南図書交流館17 金 13:30～15:30

ギャラリー
1月5日(木)～2月1日（水） 年金者組合　第８回　スケッチサークル展 甲南図書交流館

２月4日(土)～2月２７日（月） 第６６回滋賀県統計グラフコンクール入賞作品展 水口図書館
２月１５日(水)～2月２７日（月）あいこうかうたプロジェクト入賞作品展 甲賀図書情報館

コンサート 11 土 19：30～21：00 ヴァイオリンとピアノによるバレンタイン・
コンサート 信楽図書館

その他

2月4日（土）～2月19日（日） エコプロジェクト〜雑誌をおゆずりします〜 甲賀図書情報館
18 土 15:00～16:00 となりにおいで（絵本読み聞かせ） 信楽図書館
2月19日（日）～2月25日（土）蔵書点検のため休館 土山図書館
26 日 1４:00～16:00 第2回ビブリオバトル in Koka 甲南図書交流館

おはなし会の時間や内容、移動図書館の情報については、お問い合わせいただくか
甲賀市図書館ホームページ（http://lib.city.koka.lg.jp/）をご覧ください。

　図書館でコンサートが開催されていること
をご存じでしょうか。昨年秋に甲賀図書情報館
で開催した図書館まつりではハンドベルの演
奏をしていただきました。
　信楽図書館ではフロアーにグランドピアノ
があり、定期的にボランティアによるコンサー
トを開催しています。1月22日（日）15時から
はファゴットやトランペットなど６人編成による

「ニューイヤーコンサート」を行います。また、
2月11日（土）と3月5日（日）には閉館後のフロ

アーで、関西フィルハーモニー管弦楽団ヴァ
イオリニスト藤

ふじ
原
わら

利
り

佳
か

さんらによる「バレンタ
イン＆ホワイト
デーコンサー
ト」を予定して
い ま す 。皆 さ
ん 、ぜ ひ 本 格
的な生演奏を
図書館でお楽
しみください。

「ライブラリー・コンサート」

編集・発行 甲賀市役所　〒528-8502 甲賀市水口町水口6053番地　☎0748-65-0650／ 0748-63-4554
業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

水 口 図 書 館
土 山 図 書 館
甲賀図書情報館
甲南図書交流館
信 楽 図 書 館

2

2

22月月月月
（甲南図書交流館：  金曜日は 21：00 まで）

図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより
時間 10：00～18：00☎63-7400　　63-4737

☎66-1056　　66-1067
☎88-7246　　88-7005
☎86-1504　　86-1505
☎82-0320　　82-3921

甲賀市図書館ホームページ
http://lib.city.koka.lg.jp/

らいぶらりん

「広報あいこうか」が
ホームページでも
ご覧いただけます

甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.lg.jp/

甲賀市facebook ページ
http://www.facebook.com/city.koka

Facebook市HP

　

冬
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道
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に
よ
る
交
通
事
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が
多
く
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り
ま
す
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雪
道
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凍
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路
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甲
賀
警
察
署
か
ら
の

お
し
ら
せ

市内における交通（人身）事故発生状況
本年 前年 増減数 １２月中

発生
件数 260 件 230 件 +30 件 17 件

死者
数 8 人 7 人 +1 人 1 人

負傷
者数 305 人 298 人 +7 人 23 人

（平成28年1月1日から12月25日現在の暫定数
※12月中…平成28年12月1日から12月25日現在の暫定数）

図書館キャラクターたぬ吉・ポン子

行
事
予
定

甲賀市図書館
カレンダー
甲賀市図書館
カレンダー

生活環境課　防犯交通対策係
☎65-0686 ／ 63-4582

問い合わせ

▲�昨年信楽図書館で行われた
藤原さんによるコンサート

にご参加を生ごみ堆肥化
　市では、独自の取り組みとして、「生ごみ堆肥化循環システム」を実施しています。現在、約８，９００世帯のご家庭
で取り組んでいただいています。生ごみを堆肥化することで、焼却施設での焼却量が減り、施設が長く使えるだけ
でなく、二酸化炭素の発生量も減らすことができます。
　１世帯からでも参加可能ですので、ぜひ、この機会に参加をご検討ください。

種堆肥
8ℓ

容器
20ℓ程度
容器
20ℓ程度 家庭で

用意する
もの

家庭で
用意する
もの生ごみ分別容器

（フタ付きのバケツ）
生ごみ分別容器
（フタ付きのバケツ）

市から無料配布
参加の家庭に

１週間に１回・１袋（　　　    　）

家庭から出る生ごみ家庭から出る生ごみ

ごみ集積所の
生ごみ回収容器 生ごみ専用

収集車

処理場処理場

完熟
堆肥

種堆肥
として使用
種堆肥
として使用

余れば余れば

家庭菜園
プランター
野菜

一次・二次
発酵処理

生ごみ堆肥化
循環システム

生活環境課　廃棄物対策係
☎６５‐０６９０／ ６３‐４５８２

問い合わせ・申し込み

　焼却するしかなかった生ごみが、種堆肥
に生まれ変わり、参加者の皆さんの手元に
戻ることで、資源として無駄なく循環します。

参加申し込み方法
◦既に取り組んでいるごみ集積所の場合
　ごみ集積所の管理者（区長や組長など）に
参加を申し出た後、参加者が直接下記まで申
し込んでください。
※�管理者が取りまとめていただいても結構です。
◦新たに参加いただくごみ集積所の場合
　ごみ集積所の管理者に申し込んでください。
手続き完了後、２週間程度で集積所に回収ボッ
クスと種堆肥を配布します（生ごみの回収日
は燃えるごみの回収日と同じです）。

18平成 29年 1月 15日平成 29 年 1 月 15 日19
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広
報
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う
か

1月15
日
号
 【
N
o.278】 2017.1.15 発

行

今
月
の
納
税
等

甲
賀
市
の
花・木・鳥

市税等の納付には、
便利な「口座振替」を
ご利用ください。

問い合わせ　広報課　☎65‐0675／ 63‐4619　

こ
う
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校

の
児
童
や
生
徒
が
作
成
し
た
作
品
を
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ランティアこうかボ このコーナーは市内で活躍する

ボランティア団体を紹介しています。

No.
15

楽しい水族館
土山小学校　４年　藤

ふ じ

本
も と

陽
は る

翔
と

さん

返そう、赤ちゃんゴリラを 
お母さんに
貴生川小学校　３年　舩

ふ な

越
こ し

丈
た け

帆
ほ

さん

ゆず
小原小学校　５年　杉

す ぎ

本
も と

結
ゆ

月
づ き

さん

▲イベントでのバルーンアート

＊その場の雰囲気に合わせて
　主に市内の自治会イベントや保育園、老人クラブのサロ
ンなどに月数回出演しています。私たちのステージには決
まった形がなく、その場の雰囲気に合わせ、歌やバルーン
アートのほか、絵本の読み聞かせやウクレレ演奏、手遊び、
体操などを臨機応変に取り入れています。
　また、ステージショーだけでなく、バルーンを使った会
場装飾を行うこともあります。

＊観客を包み込めるような活動を
　イベントで各地に出向いて多くの方と出会い、楽しんで
くださる姿を見ることが生きがいになっています。
　特に子どもが生まれてからは、ステージに立っている時
が夫婦２人で一緒に楽しむ貴重な時間にもなっており、こ
れからも今のペースのまま、変わらずゆっくり活動してい
きたいです。
　そして、グループ名「hug」の由来の一つでもある、子
どもから高齢者の方まで、みんなを優しさで抱きしめ、包
み込めるようなステージをめざし、日々取り組んでいきた
いと思います。

レクリエーショングループ

hハ グug
　私は学生の頃から地元信楽でボランティア
をしていました。結婚後も多くの人と楽しい時
間を過ごすために何かしたいと思い、夫婦で
平成２２年から歌やバルーンアートなどを使っ
たステージ活動を始めました。
　現在はピエロの衣装でイベントに出演して
います。

□ 市県民税（４期）
□ 国民健康保険税（１０期）
□ �利用者負担額（保育料）�  

利用者負担額（幼稚園使用料）
□ 介護保険料（１０期）
□ 後期高齢者医療保険料
□ 公共下水道使用料・農業集落排水施設使用料

納期限は

１月３１日（火）です

お話を伺った
歯
は

黒
ぐろ

あずささん


